

♦ 



|| 秦ホ味 刻法邱 

m 舊巧 推理が 像顏面 手足を み 

~ み ツ 前編 ノ豁雜 が tK W テ 陳到ノ 大意 ？ 懷リ ぶを ノ焉が ハ 鸾連爾 7 

I シデ 自ラ其 睫 剖ノ鼠 おヲを ミが も 

タヒ 具が 形ノ謀 起？ を マ ザ 心ぶ 前 こが 
I テ 覆 巧 變化ノ を 印ず 推愚ノ すを ヲ. 妍タサ 心す カ クス、 大小 ノ漱も 二を 巧 
I ス心 ハが 例 隸化巧 尺 IK W テ 伸縮 スル^ 奇 レを、 竭リ柔 歌、 剛豬ソ み 
II スー ー象 巧 上 ノお處 ヲ費サ 、ルブ ホス 巧 {"ハち ホ 
幽教を ハ佛嫁 蓄世ノ 、揪 等罔ク 人朱ナ 

I み 

1 ソ 


ブ 



/ がク 、 r 

巧た も 其 も 於 fv ./ 異 一一を 


なク其 骨據ブ 誤う ス雨韻 手足 ノ 現が をを ブお覆 レ 
ず 雷 靖目二 克心巧 ノ萬物 悉ク其 蠻ブあ ゾン^ 


^^又 を 日 




ホ义 ラス おこ 
想像を ハ义 一^ 


ス ーを 


テ ザち ブ遣 ん 
款セへをがを二 

魏 ttv 學テ餘 ハ 泰クん こ 


剛謙 一八 ホ 

リ 、が こ 

、シ记 


器 


; 、ン テぶ ハ 

其 ホ 睾獸 
々想， 馨ョ 

勃 ブ觀テ 之严膨 剥た 


/ 物が 一！ 裙巧 レ^す 異 

礙麟 アリ 祠鸟ニ ハ 歇亂ア 
すを お シタ心 者夕。 





葛 生 骂意共 


をち みが 想ブ 一 K 
其 豆す nv ホ 心 


一 - j 晋ヲ 
巧 テも識 類推 
巧 ヲ頭ス 1 す 薄へ レ 

蛟聽 アリ、 み 等を を 人 
^ をを 心 ホゾ菊 

二萊 幾う ン々、 


0 

〇 

G 

K 


h § 

iw 


I 






も ホ ホ w 規割卜 棘へ 寺 一一 かヲて 半ん す ヲてか 半トホ 
: ぶす 立 儀 ハ ー又 疾二顯 、ヨリち 尊 セリ 











'■mm 







が 


あ 


甲 


、J 


齡输 測‘‘ 








をず 雲樂 をを 謗 

み, 是累立 學 'き 口を 

'、 ' 、 、 一''....， ’て,}' -*9 マ 


おを 杂灌旣 象 妻 

を 是请安 貪赛子 

ti 如を み 


ホ 

确^ 

ホ 

賓 

ち 殺 

商 永 

寺需 

わ J 而 

か 十 
をが 
遷会 

す 夕 

义/レ 

かも 

# I 

寻 勺、 
家夕 
遊 お 

"~*1 - — レ* 

を晉 

し ス__ 

お 巧 育 
を 回 

を 
-1- 

焉 



I t . 


於 下ず 筹 を/諸 固 《濡霉 レ テ 便窥ノ 論が ブ謀こ モノ ナリ傅 テが 判夕碎 クノ始 1 が^ リ 
龙ッを クが盤 一 > ぞメ〇 夢 一辦ブ 巧た テ 典/圏 ゾ十着 あ 誓 V リ碎 平。 第 于變ブ 巧 L テ暮 t 
形ノ頭 心、 ち碎ク ヘレ。 篆某 W 禾マ巧 じ テを みヲ 滑々 こ、 レ且ッ 衣が ブ俄ホ 心へ シ〇を 
J こか ジブ. 调 じ 形. ブをフ お レィ 〇を 4 二秦 キト 海、 旅 ハぶ t 二 あ 後シテ か上ク ヘシ 磬ブ 
睫ヒ r 未ブ爾 ヒテ 辟 キタ^ 圏 ハ繁雞 ナ^ブ 兴テ义 レ タ省ク ヘレ 


\ 




t 




た 




一 


着 





1 — I m I — - ■- . ■ . - 

i 



夕 






十 着 



秦 ノ譜翅 、ゾ踞 載 ノ十着 ブホぉ ルナ リ义 がが すん が ニ レ テ 兒谦ゾ 我 テン 「ブ 屠^* ハみ ユ 

前面 一一 截リで 心力然 ラザン ハを がノ が 抑/時 二厂 □撕ノ かクか 卿ス争 タン トス 















上3 リみムも^が t ^鸾ス 是レ 則 

个顧卜 十 レ テ 見， 心 二 宜ネ斧 于 リ 




■号 


を 辦. 








タク… 










誦 豐^ 苗 










部 某 期 


J W ■ 


じ 興 お 形 


勝 


夕 


ブ 


レ 


壤を 二， 至 


じ 尸 ホ^ 巧 じ 小 巧ゾ遷 じ？ 勝. リ がみ 一一 向 テ 皆 形 寺 

， /"、 '、 、 、 、 

ネこ藏 ^ 考をブ あ メテ識 ブ談ヶ 程 rr - 

•八滯 .河す^ 


J JY *- をす 

: 、> 3< 二 こ' 一 -J 卢 r 或 

巧 ク乐 を？. 離导 ヘザ^へ な ラス 而シ テ 


レが 典へ 


乃 ノ玉或 卜 \? 

体ブ祇 セテ 卿 
ず ヲがテ 


一 Q , 

或？. 

@ @ 句 

ブ^ 郭ず真 游形ノ ーニ 傳ニト テ 之 レニ 来 東ノ如 

ホー ー^が ス瑚ス へす/程 卷 

I 、 ® 0 0 ‘ 

占す ブ脊ダ ヘシが こあツ ソノ じみ 祗がノ ミホ ーー 向 一 K 解釋 trv あ 

が一 一 基 平 逗を脊 像 睾ノか 争え ニシ テみ 一一 じ 餐二女 リム 

0 、) 〇 〇 

ノ良ん ず心输 休こ雜 4 を. 渡 圈ずク を 爾ス. 

ミロ ミ 嫁/ 轉 蘭み ハぶ を 驚を 樂等ノ .ぶを ホゾミ 悉ク箸 ハシテ 

按 0-0 〇 


な テ 
tK え 


J 

ブ椎 え 
@ 


ク^ 巧 

. @ 'リ 

ふに 踞へ トハ请 


、レ 


テ敦 ，义 


tN 主要 トスを 卜 

ブ '^ ..." ぶ.*"^ 

V k > 'し 


〇 


0 




ブ 


セ シみ心 ホ 也 形 

夕か泰 す 心 アリ 义 大 


誤 


〇 0 


yflkt ^ 

勢 


物 


ノ 


菊 


み t 緣 み、； r ダ k 
かが体 


ザ 


シ テ， A ; 形が ゾ I をシテ か 种を 

手獻？ A テ 為 シ隸八 

0 0 

跟燕夕 見 心 二. 止 レリ ー而、 レ テ 

户务ぶ 典 子す/意 こがた 自曲 一一 蓮 勘 與へ帮 手も义 
4 づ / 孚ス をノ 因？ 見 テを ク其意 trv 3 スへ 、ン 


を ブ荀采 /A テを クブ 


ザル アリを 


二 





-iinig- i -—ir-IT-r-l m— H mrllisg l l lrTr— rni 


を 准 用^ 記 

ち 5 本を 二 

巧，、 身え 異捐 
ぶ，、 难 W 與 。唯 

身一 で說-異1^4. 
同が 變成ン 或 

身を 謂を、 一 

狡聲新 巧^，， 
随 表心識 え| 
邀が ホ豫ホ I 

义 口、 常住， 知麵 

慈ん を 垄聲瞧 
お 章 切德が j 
吗一 かお 生 f 麵 

臺鶏 霧 

嚷条 愛一 此ち 
み 遷 凡夫 途 ~ 

也を 娘ち 衙讀 I 

嗯 葦！^. 

み 管が 裝 、 f 

か 不為 裹 
，ろ黎 術ち 


J k 、 、小截 落 焉\ 寸巾乏 某 面 ミ徊み 未地带 省を 
十ノ 慈を 善 惡明薄 5 十 5 二 休 製 調 . 


ジ \ 


お 

舊 




得^^^ 



巧玉ノ ミホ ハ ソノ 鋒 tN 雜ケ 化實驚 形刮物 7 な 一 K 义レ 
n - が 心 「お ハス か 二 刻 レ テ抑學 一一 辨レタ 心 者ナリ 


一 7 ザレ 


rn 


D 


坤 


-K 


ノ 










が* 


曲 








が 7 レタ レ 两谓^ ブ木焉 


— MMIIMBIIIMIBllillBIIIIIIMMlIMIII— — — — — — M— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — gB msfy a 马 - __ 一 | _ M— w— みが 巧 .i. 

• f 、 谅をも 大吏を 重量阳巧襄目 が玉リ胥へ於目を迅おをかおみ巧すを I 

づ一妻 乂ザホ あ Jj す 东央尋 を、 上 里ず 秦矣 二す 一京、 護 芝 ミ 巧 音を il 

i| 

含 J? If ^ 

を說巧 ^ ^ I 

ィロ ニ ホ ょぅ ワ 司ク 々于 、 1 麵 

を ハ ホへ 卜敢夕 心. ブ导ク が 狀レソ 常 ナラ A 」 卜户 其す 癸み 大師み 涂たク || 
レタ 心み ニシテ 世俗 一 t 傳ハ リー狱 繁ホノ 訓へト ハナ リー ー グリ、 窜ク ニ識 || 
意ブ考 フ^一 ！、 音 人 寺 グを三 雜をフ ハを を杏ノ を メニシ テ t えブ 疫^つ 麵 

— 山 

> J - ^ ^ ^ if — «LF 






巧 巧^ 十 王. 争 玉 巧み 二目 肢灌す 有 


翊語 ぇ夺ご 一巧 牛 八日 お 


獻 





1 


すみ 


著 者 


目 






<沒 巧 着 


束を 裹 辜を 下 ホを 巧 所 

す J 池 


言 巧 金兵觀 


謀 巧 蘇 
^ が 着 


東を 市 神が 度え 廣呵 
九番池 


式 巧 傳矣衡 


を 斋市京 瀉焉彌 を あ 巧 巧 
十 ミ審み 


\ 




